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で飼料(組成：水分 9.2%、粗蛋白質 18.8%、粗脂肪 3.9%、粗灰分 6.9%、




照 n＝7、NR n＝11）。【結果】結紮前の NRの体重は対照に比し有意に低
く（131±6 vs 163±8 g）、収縮期血圧は高かった（104±3 vs 94±6 mmHg）。




変化しなかったが（20.5±0.7 から 23.1±2.8 mg/dl）、NRでは有意に増
加した（16.8±1.1 から 20.7±1.4 mg/dl）。結紮後、尿細管壊死が NR
において著明に認められ、尿細管壊死面積の占有率は対照に比し有意に
高値であった（4.12±1.16% vs 0.25±0.25%）。また健側腎の collagen
面積の占有率は対照、NR 間で差がなかったが、閉塞腎では NR において
有意に高値であった（5.4±2.3% vs 2.6±0.3%）。CD31の染色性は NRと
対照で差がなかった。Nitric oxide (NO)の増加および減少が UUO の腎障
害をそれぞれ軽減、増悪することが報告されているため尿中 NOを ELISA
により測定したところ、NR結紮腎の尿中 NOは対照の 1/10以下であった
（57±14 vs 586±238 nmol/mg Cr）。eNOS発現は健側腎に比し閉塞腎で
増加していたがその程度は NRでは対照に比し少なかった。【結論】NRは
尿管結紮による尿細管壊死、線維化の程度が強く、その原因として腎 NO
産生低下に起因する血管収縮による低酸素が考えられた。 
